～衛生学・公衆衛生学～
【健康】
＜資格者数＞

１．看護師　２．医師　３．薬剤師　４．はり･きゅう師　５．按摩マッサージ指圧師
６．歯科医師　７．歯科衛生士　８．歯科技工士　９．保健師　10．柔道整復師
11．助産師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ああ←開業権あり

<疾病予防＞

	
	内容
	具体例

	第一次予防
	健康増進

特異的予防
	生活環境改善、適切な食生活、運動、適正飲酒、禁煙、ストレス解消
予防接種、事故防止、職業病対策、公害防止対策

	第二次予防
	早期発見

早期治療
	健康診断、人間ドッグ、がん検診
臨床的治療

	第三次予防
	悪化防止・治療・リハビリテーション
	治療、理学療法、作業療法、機能回復訓練、日常生活動作訓練、言語療法、視能訓練、職業訓練


＜保健所の業務＞


＜喫煙とガン＞
食道癌、咽頭癌、肺癌などの誘因となる。

＜栄養素と欠乏症＞

	ビタミンA
	夜盲症
	ビタミンC
	壊血病

	ビタミンB１
	脚気
	ビタミンD
	くる病、骨軟化症

	ビタミンB２
	口角炎、口唇炎
	ビタミンK
	出血性素因

	ビタミンB６
	皮膚口内炎、舌炎
	葉酸
	悪性貧血

	ビタミンB12
	悪性貧血
	ニコチン酸
	ペラグラ


【ライフスタイルと健康】

＜食中毒＞


[image: image1.emf]食中毒菌 感染源 加熱 備考

腸炎ビブリオ 魚介類 有効

サルモネラ 食肉、卵 有効

病原大腸菌 汚染物 有効

O-157（腸管出血性大腸菌） 食肉 有効 ベロ毒素

カンピロバクター 食肉、牛乳 有効

ウェルシュ菌 食肉、魚介類 有効

エルシニア 食肉、牛乳 有効

ナグビブリオ 魚介類、生水 有効

黄色ブドウ球菌 手指の化膿傷 無効 致死率が高い

ボツリヌス菌 缶詰、瓶詰 有効

セレウス菌 米、小麦 有効

ノロウイルス ネズミ 有効

ロタウイルス 有効

動物性自然毒 フグ、毒かます 無効 テトロドトキシン

植物性自然毒 キノコ、青梅 無効

分類
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毒

素

型

感

染

型


＜肥満判定＞

・BMI　・カウプ指数　・ローレル指数　・ブローカ指数

【環境と健康】

＜健康被害＞

[image: image2.emf]公害

大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、振動、地盤沈下、悪臭



[image: image3.emf]水俣病（熊本・新潟） 有機水銀 イタイイタイ病 カドミウム

四日市喘息（三重） 二酸化硫黄 カネミ油症 PCB



＜水質検査（きれいな水）＞

DO（含有酸素量）↑　BOD（生物的酸素要求量）↓　COD（化学的酸素要求量）↓
【産業保健】

＜職業病＞
	疾患名
	発生職業

	減圧症（潜函病）
	潜水業務、高圧下作業

	騒音性難聴
	騒音下作業

	局所振動障害（レイノー症候群）
	鋲打・削岩作業

	放射線障害
	医療従事者、原子炉作業

	じん肺
	炭坑、採石業、トンネル掘削作業

	頸肩腕症候群
	キーパンチャー


【精神保健】
＜入院医療＞
	任意入院
	患者の同意○

	医療保護入院
	患者の同意×⇒保護者の同意○、精神保健指定医の判断

	措置入院
	精神障害による自傷他害の恐れ⇒精神保健指定医2名○

	緊急措置入院
	措置入院手続きが間に合わない⇒精神保健指定医1名○、72時間まで入院させられる


【母子保健】
＜乳幼児の呼び名＞


[image: image4.emf]妊娠22週～生後1週 周産期 生後1年未満 乳児

生後1週未満 早期新生児 入学直前まで 幼児

生後4週未満 新生児


【成人・高齢者保健】
＜生活習慣病＞


＜ガン死亡率＞


＜ガン死亡率＞

男性：1位【気管支･肺がん】　2位【胃がん】　  3位【肝がん】
女性：1位【胃がん】　　　 　2位【大腸がん】　3位【気管支・肺がん】
【感染症】
＜病原微生物の分類＞


[image: image5.emf]疾病

コレラ、ペスト、結核、赤痢、腸チフス、パラチフス、猩紅熱、流行性脳脊髄炎

Ｏ-157、破傷風、ジフテリア、梅毒、百日咳、ワイル病

DNA型 Ｂ型肝炎、ヘルペス、天然痘、アデノウイルス、水痘、帯状疱疹

RNA型 Ｃ型肝炎、エイズ、ポリオ、麻疹、日本脳炎、インフルエンザ、狂犬病

白癬菌、カンジタ症、クリプトコッカス

マラリア、腸トリコモナス、トキソプラズマ、フィラリア

発疹チフス、ツツガムシ病、発疹熱      　　　　　　　※「利発なリケッチア」

ワイル病、梅毒　　　　　　　　　　　　　　　　　　※「ワイがスピロヘータばい」

オウム病、トラコーマ、鼡径リンパ肉芽腫 ※「オウムに獲らそう、クラミジア」

細菌

病原体

ウイルス

クラミジア

スピロヘータ

リケッチア

原虫

真菌


＜感染症法による分類＞

[image: image6.emf]三類感染症

四類感染症

検疫感染症

再興感染症

新興感染症

五類感染症

一類感染症

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、マールブルグ病、ラッサ熱、ペスト、

痘瘡、重症急性呼吸器症候群（SARS) 　　　　　　　　　　※「さぁ車選べ」

急性灰白髄炎（ポリオ）、細菌性赤痢、コレラ、ジフテリア、腸チフス、

パラチフス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※「二塁のパチンコ九歳児」

二類感染症

結核、マラリア、コレラ

腸管出血性大腸菌感染症（O-157）

A・E型肝炎、高病原性鳥インフルエンザ、狂牛病

ウイルス性肝炎（除A・E)、クロイツフェルト・ヤコブ病、梅毒、

後天性免疫不全症候群、

エボラ出血熱、エイズ、C型肝炎、腸管出血性大腸菌感染症（O-157)、

SARS、MRSA

コレラ、黄熱、クリミア･コンゴ熱、マールブルグ病、エボラ出血熱、ラッサ熱、

ペスト　　　　※１類感染症＋黄熱、コレラ　　※「これら黄色の車選べ」


＜感染経路＞


[image: image7.emf]疾患 感染源

創傷感染 破傷風、ワイル病 土壌

胎盤感染 梅毒、エイズ、風疹

飛沫感染 インフルエンザ、百日咳、水痘、ジフテリア、麻疹、風疹 飛沫

経口感染 赤痢、コレラ、ポリオ、腸チフス、A型肝炎 飲食物

経皮感染 ツツガ虫病、日本脳炎、マラリア 昆虫・動物

血液感染 B・C型肝炎、エイズ、成人Ｔ細胞白血病 汚染血液

感染様式

直

接

感

染

間

接

感

染

人

性交感染

エイズ、淋病、梅毒、鼡径リンパ肉芽腫（クラミジア感染症）、

B型肝炎、軟性下疳、尖圭コンジローマ


＜予防接種＞


[image: image8.emf]定期予防接種

日本脳炎、麻疹、急性灰白髄炎（ポリオ）、破傷風、風疹、百日咳、

ジフテリア　　　　　　　　　　　　　　　　　※「日本の富士は百万歩」

三種混合ワクチン 百日咳、ジフテリア、破傷風　　　　　　　　※「混合したら百十羽」

BCG（ツベルクリン） 結核


【消毒法】
＜消毒・滅菌法＞


[image: image9.emf]手指消毒

オキシドール、石炭酸、ポピドンヨード（ヨードチンキ）、グルコン酸クロルヘキシジ

ン、クレゾール石鹸、エタノール(アルコール）、昇コウ、逆性石鹸、ホルマリン



汚物消毒 グルタールアルデヒド、クレゾール石鹸水、石灰酸（フェノール）

芽胞を滅菌 焼却法、高圧蒸気滅菌法（オートクレーブ）、エチレンオキサイドガス（EOガス）

芽胞に有効 ホルマリン、グルタールアルデヒド（ポピドンヨード、次亜塩素酸ナトリウム）


＜消毒法の種類＞


[image: image10.emf]紫外線消毒

表面のみを消毒、殺菌する。皮膚や目には悪影響を及ぼす。医療

器具などに用いる。

煮沸消毒 芽胞菌以外を死滅させる。金属、陶器、ガラス、繊維などに用いる。

高圧蒸気滅菌法 全ての微生物に有効。オートクレーブを用いる。

その他

日光消毒、焼却、乾燥滅菌法、低温消毒法、平圧蒸気滅菌法、放

射線滅菌法

エタノール

芽胞以外の全ての微生物に効果あり。約70％の濃度で使用。主に

手指消毒に用いる。

逆性石鹸

一般細菌のみに効果がある。有機物の存在、アルカリ性の混入で

殺菌力が低下する。（＝塩化ベンザルコニウム）。

クレゾール石鹸水

主に汚物消毒に用いる。時間が経過すると消毒力が低下する。特

有の刺激臭、皮膚刺激性、吸収毒素などがあるため、取り扱いに

は注意。

その他

オキシドール、石炭酸（フェノール）、ホルマリン、エチレンオキサイド

（EOガス）、グルコン酸クロルヘキシジン、ヨードチンキ、ポピドン

ヨード、酸化カルシウム、クロール石灰（さらし粉）、次亜塩素酸ナト

リウム、塩化第二水銀

理

学

的

化

学

的


【疫学】

＜疫学調査＞

①記述疫学…疾病の分布（場所→地域性など・時間→季節など・人→年齢など）を調査する

②分析疫学…記述疫学に続いて、仮説を立て数量的に検証する


[image: image11.emf]患者－対照研究 コホート研究

別名 後ろ向き調査 前向き調査

内容

すでに発症している者（患者）と、対照者

（非発症者）とについて、過去にさかのぼ

り、ある要因（喫煙など）に曝露されてい

た者の割合を比較する。

比較する２つの集団（喫煙者⇔

非喫煙者など）を追跡調査し、そ

の間この２つの集団から何人発

症したかを比較する。

長所 ・観察期間が短い ・信頼性が高い

・労力や費用が少なくて済む ・発生率を把握できる

・稀な疾患にも有効 ・異常進展過程を把握できる

・調査対象が少なくて済む

短所 ・信頼性が低い ・観察期間が長期

・診断や診断技術にバラつきがある ・浪費や費用がかさむ

・記憶に頼るため不確実性がある ・稀な疾患には不適用

・脱落者が出る恐れがある


【保健統計】
＜国勢調査＞

人口静的統計（ある一定時点における統計）で、全国民を対象とする。

現在は5年毎に実施されている。

＜我が国の統計全般＞


[image: image12.emf]人口

増加（増加率0.1％↑）⇒人口ピラミッドつぼ型　※近年ひょうたん型に移行中

人口性差

女性（51.2％）＞男性（48.8％）

都市人口

増加↑（毎年微増しており、約70％を超えている）

単独世帯

増加↑（小家族への欲求の高まりにより、増加↑）

出生率

ほぼ西欧なみ（第二次大戦後急激に減少↓、数年は横ばい）

死亡率

先進諸国と同水準（高齢化に伴い、徐々に上昇↑）

死産率

低下↓　『妊娠満12週以後の死児の出産』

周産期死亡率

諸外国に比べ低率（減少↓）　『満22歳以後の死産、早期新生児死亡』

乳児死亡率

世界最低水準

老衰死亡率

減少傾向↓（戦後老衰による死亡は毎年減少している↓）

有病者

（有訴者率・通院者率）

増加（高齢化に伴い、寝たきり・痴呆老人増加↑）

婚姻率

横ばい

離婚率

増加↑

 
＜平均寿命＞

平均寿命…0歳の生存者がその後何年生きられるかを表した期待値

男性：日本（78.3歳）＞アイスランド＞スウェーデン＞スイス

女性：日本（85.3歳）＞スイス＞フランス＞アイスランド＞スウェーデン

＜出生率＞

出生率…1年間の出生数

粗出生率…地域関係なく、人口1万人に対する年間の出生率
合計特殊出生率…女性が一生のうちに出産する子供の数（合計を一人当たりにした値）

粗出生率（8.8人　横ばい傾向→）＞　合計特殊出生率（1.29人　減少傾向↓）

大腸がん、膵がん、前立腺がん、肺がん、乳がん、気管支がん 　　　





減少





増加





糖尿病、悪性新生物、脳血管障害、心疾患、高血圧、高脂血症、動脈硬化など





地域保健に関する思想の普及、地域住民の健康保持増進


人口動態統計、その他地域保健に関わる統計


栄養改善、食品衛生対策（食中毒検査）


医事、薬事、保健師に関すること


母子保健、成人保健、精神保健、歯科保健、特殊疾病の保健に関すること


感染症予防


環境衛生対策（上下水道の水質検査）


公共医療事業の向上、増進


市町村への指導、専門的支援、監督


専門性の高い対人、対物保健サービス


保健所の設置





×予防接種、労働衛生（労働基準監督署）、人口静態統計（総務省）








※「おいしい炭酸ヨーグルト、「くれ」とアンコール、祥子逆上してほる」





×エイズ、ウイルス性肝炎、肺炎、結核








※大腸菌群：検出されないこと








胃がん、子宮がん





蚊が媒体





欧米食、喫煙
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		公害 コウガイ		大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、振動、地盤沈下、悪臭 タイキオセンスイシツオダクドジョウオセンソウオンシンドウジバンチンカアクシュウ
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		一類感染症 イチルイカンセンショウ		エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、マールブルグ病、ラッサ熱、ペスト、痘瘡、重症急性呼吸器症候群（SARS) 　　　　　　　　　　※「さぁ車選べ」 シュッケツネツシュッケツネツビョウネツトウソウジュウショウキュウセイコキュウキショウコウグンクルマエラ

		二類感染症 ニルイカンセンショウ		急性灰白髄炎（ポリオ）、細菌性赤痢、コレラ、ジフテリア、腸チフス、　　　　パラチフス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※「二塁のパチンコ九歳児」 キュウセイカイハクズイエンサイキンセイセキリチョウ

		三類感染症 サンルイカンセンショウ		腸管出血性大腸菌感染症（O-157） チョウカンシュッケツセイダイチョウキンカンセンショウ

		四類感染症 ヨンルイカンセンショウ		A・E型肝炎、高病原性鳥インフルエンザ、狂牛病 ガタカンエンコウビョウゲンセイトリ

		五類感染症 ゴルイカンセンショウ		ウイルス性肝炎（除A・E)、クロイツフェルト・ヤコブ病、梅毒、　　　　　　　　　後天性免疫不全症候群、 セイカンエンノゾビョウ

		新興感染症 シンコウカンセンショウ		エボラ出血熱、エイズ、C型肝炎、腸管出血性大腸菌感染症（O-157)、SARS、MRSA シュッケツネツガタカンエンチョウカンシュッケツセイダイチョウキンカンセンショウ

		検疫感染症 ケンエキカンセンショウ		コレラ、黄熱、クリミア･コンゴ熱、マールブルグ病、エボラ出血熱、ラッサ熱、ペスト　　　　※１類感染症＋黄熱、コレラ　　※「これら黄色の車選べ」 ルイカンセンショウキネツ

		再興感染症 サイコウカンセンショウ		結核、マラリア、コレラ ケッカク
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		病原体 ビョウゲンタイ				疾病 シッペイ

		細菌 サイキン				コレラ、ペスト、結核、赤痢、腸チフス、パラチフス、猩紅熱、流行性脳脊髄炎Ｏ-157、破傷風、ジフテリア、梅毒、百日咳、ワイル病 ケッカクセキリチョウショウコウネツリュウコウセイノウセキズイエンハショウフウバイドクヒャクニチゼキ

		ウイルス		DNA型 ガタ		Ｂ型肝炎、ヘルペス、天然痘、アデノウイルス、水痘、帯状疱疹 ガタカンエンテンネントウスイトウタイジョウホウシン

				RNA型 ガタ		Ｃ型肝炎、エイズ、ポリオ、麻疹、日本脳炎、インフルエンザ、狂犬病 ガタカンエンマシンニホンノウエンキョウケンビョウ

		真菌 シンキン				白癬菌、カンジタ症、クリプトコッカス ハクセンキンショウ

		原虫 ゲンチュウ				マラリア、腸トリコモナス、トキソプラズマ、フィラリア チョウ

		リケッチア				発疹チフス、ツツガムシ病、発疹熱      　　　　　　　※「利発なリケッチア」 ハッシンビョウハッシンネツ

		スピロヘータ				ワイル病、梅毒　　　　　　　　　　　　　　　　　　※「ワイがスピロヘータばい」 ビョウ

		クラミジア				オウム病、トラコーマ、鼡径リンパ肉芽腫 ※「オウムに獲らそう、クラミジア」 ビョウソケイニクガシュ
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		定期予防接種 テイキヨボウセッシュ		日本脳炎、麻疹、急性灰白髄炎（ポリオ）、破傷風、風疹、百日咳、ジフテリア　　　　　　　　　　　　　　　　　※「日本の富士は百万歩」 ニホンノウエンマシンキュウセイカイハクズイエンハショウフウフウシンヒャクニチゼキ

		三種混合ワクチン サンシュコンゴウ		百日咳、ジフテリア、破傷風　　　　　　　　※「混合したら百十羽」 ヒャクニチゼキハショウフウ

		BCG（ツベルクリン）		結核 ケッカク
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		水俣病（熊本・新潟） ミナマタビョウクマモトニイガタ		有機水銀 ユウキスイギン		イタイイタイ病 ビョウ		カドミウム

		四日市喘息（三重） ヨッカイチゼンソクミエ		二酸化硫黄 ニサンカイオウ		カネミ油症 ユショウ		PCB
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		分類 ブンルイ				食中毒菌 ショクチュウドクキン		感染源 カンセンゲン		加熱 カネツ		備考 ビコウ

		細菌性食中毒 サイキンセイショクチュウドク		感染型 カンセンガタ		腸炎ビブリオ チョウエン		魚介類 ギョカイルイ		有効 ユウコウ

						サルモネラ		食肉、卵 ショクニクタマゴ		有効 ユウコウ

						病原大腸菌 ビョウゲンダイチョウキン		汚染物 オセンブツ		有効 ユウコウ

						O-157（腸管出血性大腸菌） チョウカンシュッケツセイダイチョウキン		食肉 ショクニク		有効 ユウコウ		ベロ毒素 ドクソ

						カンピロバクター		食肉、牛乳 ショクニクギュウニュウ		有効 ユウコウ

						ウェルシュ菌 キン		食肉、魚介類 ショクニクギョカイルイ		有効 ユウコウ

						エルシニア		食肉、牛乳 ショクニクギュウニュウ		有効 ユウコウ

						ナグビブリオ		魚介類、生水 ギョカイルイナマミズ		有効 ユウコウ

				毒素型 ドクソガタ		黄色ブドウ球菌 オウショクキュウキン		手指の化膿傷 シュシカノウキズ		無効 ムコウ		致死率が高い チシリツタカ

						ボツリヌス菌 キン		缶詰、瓶詰 カンヅメビンヅメ		有効 ユウコウ

						セレウス菌 キン		米、小麦 コメコムギ		有効 ユウコウ

		ウイルス				ノロウイルス		ネズミ		有効 ユウコウ

						ロタウイルス				有効 ユウコウ

		自然毒性 シゼンドクセイ				動物性自然毒 ドウブツセイシゼンドク		フグ、毒かます ドク		無効 ムコウ		テトロドトキシン

						植物性自然毒 ショクブツセイシゼンドク		キノコ、青梅 アオウメ		無効 ムコウ
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		理学的 リガクテキ		紫外線消毒 シガイセンショウドク		表面のみを消毒、殺菌する。皮膚や目には悪影響を及ぼす。医療器具などに用いる。 ヒョウメンショウドクサッキンヒフメアクエイキョウオヨイリョウキグモチ

				煮沸消毒 シャフツショウドク		芽胞菌以外を死滅させる。金属、陶器、ガラス、繊維などに用いる。 ガホウキンイガイシメツキンゾクトウキセンイモチ

				高圧蒸気滅菌法 コウアツジョウキメッキンホウ		全ての微生物に有効。オートクレーブを用いる。 スベビセイブツユウコウモチ

				その他 タ		日光消毒、焼却、乾燥滅菌法、低温消毒法、平圧蒸気滅菌法、放射線滅菌法 ニッコウショウドクショウキャクカンソウメッキンホウテイオンショウドクホウヘイアツジョウキメッキンホウホウシャセンメッキンホウ

		化学的 カガクテキ		エタノール		芽胞以外の全ての微生物に効果あり。約70％の濃度で使用。主に手指消毒に用いる。 ガホウイガイスベビセイブツコウカヤクノウドシヨウオモシュシショウドクモチ

				逆性石鹸 ギャクセイセッケン		一般細菌のみに効果がある。有機物の存在、アルカリ性の混入で殺菌力が低下する。（＝塩化ベンザルコニウム）。

				クレゾール石鹸水 セッケンスイ		主に汚物消毒に用いる。時間が経過すると消毒力が低下する。特有の刺激臭、皮膚刺激性、吸収毒素などがあるため、取り扱いには注意。 オモオブツショウドクモチジカンケイカショウドクリョクテイカトクユウシゲキシュウヒフシゲキセイキュウシュウドクソトアツカチュウイ

				その他 タ		オキシドール、石炭酸（フェノール）、ホルマリン、エチレンオキサイド（EOガス）、グルコン酸クロルヘキシジン、ヨードチンキ、ポピドンヨード、酸化カルシウム、クロール石灰（さらし粉）、次亜塩素酸ナトリウム、塩化第二水銀 イシタンサンサンサンカセッカイコナジアエンソサンエンカダイニスイギン
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		手指消毒 シュシショウドク		オキシドール、石炭酸、ポピドンヨード（ヨードチンキ）、グルコン酸クロルヘキシジン、クレゾール石鹸、エタノール(アルコール）、昇コウ、逆性石鹸、ホルマリン
 ギャクセイセッケン

		汚物消毒 オブツショウドク		グルタールアルデヒド、クレゾール石鹸水、石灰酸（フェノール） セッケンスイセッカイサン

		芽胞を滅菌 ガホウメッキン		焼却法、高圧蒸気滅菌法（オートクレーブ）、エチレンオキサイドガス（EOガス） ショウキャクホウコウアツジョウキメッキンホウ

		芽胞に有効 ガホウユウコウ		ホルマリン、グルタールアルデヒド（ポピドンヨード、次亜塩素酸ナトリウム） ジアエンソサン
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		感染様式 カンセンヨウシキ				疾患 シッカン		感染源 カンセンゲン

		直接感染 チョクセツカンセン		創傷感染 ソウショウカンセン		破傷風、ワイル病 ハショウフウビョウ		土壌 ドジョウ

				性交感染 セイコウカンセン		エイズ、淋病、梅毒、鼡径リンパ肉芽腫（クラミジア感染症）、B型肝炎、軟性下疳、尖圭コンジローマ		人 ヒト

				胎盤感染 タイバンカンセン		梅毒、エイズ、風疹 バイドクフウシン

		間接感染 カンセツカンセン		飛沫感染 ヒマツカンセン		インフルエンザ、百日咳、水痘、ジフテリア、麻疹、風疹 ヒャクニチゼキスイトウマシンフウシン		飛沫 ヒマツ

				経口感染 ケイコウカンセン		赤痢、コレラ、ポリオ、腸チフス、A型肝炎 セキリチョウガタカンエン		飲食物 インショクブツ

				経皮感染 ケイヒカンセン		ツツガ虫病、日本脳炎、マラリア ニホンノウエン		昆虫・動物 コンチュウドウブツ

				血液感染 ケツエキカンセン		B・C型肝炎、エイズ、成人Ｔ細胞白血病 ガタカンエンセイジンサイボウハッケツビョウ		汚染血液 オセンケツエキ
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		人口		増加（増加率0.1％↑）⇒人口ピラミッドつぼ型　※近年ひょうたん型に移行中

		人口性差		女性（51.2％）＞男性（48.8％）

		都市人口		増加↑（毎年微増しており、約70％を超えている）

		単独世帯		増加↑（小家族への欲求の高まりにより、増加↑）

		出生率		ほぼ西欧なみ（第二次大戦後急激に減少↓、数年は横ばい）

		死亡率		先進諸国と同水準（高齢化に伴い、徐々に上昇↑）

		死産率		低下↓　『妊娠満12週以後の死児の出産』

		周産期死亡率		諸外国に比べ低率（減少↓）　『満22歳以後の死産、早期新生児死亡』

		乳児死亡率		世界最低水準

		老衰死亡率		減少傾向↓（戦後老衰による死亡は毎年減少している↓）

		有病者　　　　　　　　（有訴者率・通院者率） ユウビョウシャ		増加（高齢化に伴い、寝たきり・痴呆老人増加↑）

		婚姻率		横ばい

		離婚率		増加↑






_1224363811.xls
Sheet1

				患者－対照研究 カンジャタイショウケンキュウ		コホート研究 ケンキュウ

		別名 ベツメイ		後ろ向き調査 ウシムチョウサ		前向き調査 マエムチョウサ

		内容 ナイヨウ		すでに発症している者（患者）と、対照者（非発症者）とについて、過去にさかのぼり、ある要因（喫煙など）に曝露されていた者の割合を比較する。 ハッショウモノカンジャタイショウシャヒハッショウシャカコヨウインキツエンバクロモノワリアイヒカク		比較する２つの集団（喫煙者⇔非喫煙者など）を追跡調査し、その間この２つの集団から何人発症したかを比較する。 ヒカクシュウダンキツエンシャヒキツエンシャツイセキチョウサアイダシュウダンナンニンハッショウヒカク

		長所 チョウショ		・観察期間が短い カンサツキカンミジカ		・信頼性が高い シンライセイタカ

				・労力や費用が少なくて済む ロウリョクヒヨウスクス		・発生率を把握できる ハッセイリツハアク

				・稀な疾患にも有効 マレシッカンユウコウ		・異常進展過程を把握できる イジョウシンテンカテイハアク

				・調査対象が少なくて済む チョウサタイショウスクス

		短所 タンショ		・信頼性が低い シンライセイヒク		・観察期間が長期 カンサツキカンチョウキ

				・診断や診断技術にバラつきがある シンダンシンダンギジュツ		・浪費や費用がかさむ ロウヒヒヨウ

				・記憶に頼るため不確実性がある キオクタヨフカクジツセイ		・稀な疾患には不適用 マレシッカンフテキヨウ

						・脱落者が出る恐れがある ダツラクシャデオソ






_1224186946.xls
Sheet1

		妊娠22週～生後1週 ニンシンシュウセイゴシュウ		周産期 シュウサンキ		生後1年未満 セイゴネンミマン		乳児 ニュウジ

		生後1週未満 セイゴシュウミマン		早期新生児 ソウキシンセイジ		入学直前まで ニュウガクチョクゼン		幼児 ヨウジ

		生後4週未満 セイゴシュウミマン		新生児 シンセイジ






